職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
回復期リハビリテーション病棟を持つ地域中核病院で、理学療法士として◯年間勤務しております。脳血管疾患と運動器疾患の患者様を中心に1日平均◯単位を担当し、歩行分析と動作観察をもとに個別プログラムを立案してまいりました。週1回の多職種カンファレンスでは、退院後の生活環境を踏まえた目標を提案し、家屋調査や福祉用具の選定にも関わっております。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：回復期リハビリテーション病棟◯床を含む、地域中核の総合病院（リハビリ部門 理学療法士◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：理学療法士
【担当業務】
・脳血管疾患・運動器疾患の患者様への理学療法評価および治療（1日平均◯単位）
・歩行分析・動作分析、MMT・ROM測定等の評価に基づく個別プログラムの立案と経過見直し
・医師・看護師・作業療法士・言語聴覚士・MSWが参加するカンファレンスでの経過報告と目標設定
・退院前訪問指導、家屋調査、福祉用具・住宅改修に関する提案
・新人・後輩理学療法士への技術指導と、臨床実習生（年間◯名）の指導
【実績】
・担当患者様の退院後の生活動作を初回評価時に聞き取り、目標を病棟共有シートに明記する運用を提案。カンファレンスでの情報確認の手戻りが減り、目標の見直しを週単位で行えるようになりました。
・病棟内の転倒事例を振り返る勉強会を年◯回企画し、移乗・トイレ動作時の介助方法を看護師と統一。介助手順に関する問い合わせが減り、リハ内容と病棟での動作指導の一致度が高まりました。


■活かせる経験・知識・スキル
・脳血管疾患リハビリテーション（片麻痺の動作介助、高次脳機能障害を伴う方への対応）
・運動器リハビリテーション（人工関節置換術後、骨折後、脊椎疾患）
・評価技術（歩行・動作分析、MMT、ROM測定、バランス評価）
・物理療法機器の操作および電子カルテ・リハビリ支援システムへの記録・実績入力
■資格
・理学療法士免許（20XX年3月取得）
・認定理学療法士（運動器）（20XX年X月取得）
■自己PR
生活場面を想定した目標設定と、その共有を丁寧に行うことが私の強みです。担当患者様には初回評価の段階でご本人・ご家族に退院後の生活動作を伺い、必要な動作を分解してプログラムに落とし込み、進捗を病棟スタッフと共有できるよう申し送り用の簡易評価シートを作成して運用しました。貴院でも、患者様の生活像を起点にした目標設定と多職種への情報共有を通じて、退院支援の質に貢献したいと考えております。
以上
